
1953年、新しい少女像を描いたクリエイターがデビューしました。
クリエイターの名は内藤ルネ。彼の描いた少女像は、生き生きとした個性、明るく
輝く表現、多彩なファッションで、当時の10代の少女たちに戦後の民主主義におけ
る自由な生き方、平等という新しく前向きな哲学を提示しました。
以来、ルネはその生涯を通じて、ファッション、キャラクターデザイン、
グッズ、インテリアなどの分野で、日本の「ガールズ・ポップ・カルチャー」を創グッズ、インテリアなどの分野で、日本の「ガールズ・ポップ・カルチャー」を創
造し、時代をリードし続けました。
もともと「未成熟」「稚拙」など、どちらかといえばネガティブなイメージだった
「かわいい」の意味をポジティブなものへと変えたのもルネです。
今、「Kawaii」は「かわいい」以上の意味を持ち、世界中の女の子たちがその文化
を楽しむ共通語になりつつあります。
これらがルネが「Roots of Kawaii」と呼ばれる所以です。
ルネの生み出した「Kawaii」が、この先も世界中の女性たちに生きる喜びを与えるルネの生み出した「Kawaii」が、この先も世界中の女性たちに生きる喜びを与える
きっかけになることを願っています。

「カワイイ...」それはルネから始まった。

Roots of Kawaii　内藤ルネ 


